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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信ネットワーク中で使用するための方法において、
　前記方法が、
　ワイヤレスデバイスにおいて、ページングされるワイヤレスデバイスの順序を指す順序
付けと、乗数とを含むページングメッセージを受信するステップと、
　前記順序付けと前記乗数とに基づいて、第１の起動時間を判断するステップと、
　前記判断された第１の起動時間において起動するステップと、
　データを受信するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記乗数が、時間単位の倍数を示し、前記時間単位は、２つの連続するＴＩＭフレーム
間の時間と、前記２つの連続するＴＩＭフレームのうちの第１のＴＩＭフレーム中に示さ
れるワイヤレスデバイスの数との間の比である請求項１記載の方法、または、
　前記乗数が、時間単位の倍数を示し、前記時間単位は、データ配信期間と前記第１のＴ
ＩＭフレーム中に示されるワイヤレスデバイスの数との間の比である請求項１記載の方法
。
【請求項３】
　前記順序付けが、ワイヤレスデバイス識別子のハッシュに基づいている請求項１記載の
方法、または、
　前記順序付けが、ワイヤレスデバイス識別子の１つまたは複数の最上位ビットに基づい
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ている請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記データについての要求を送信するステップをさらに含む請求項１記載の方法。
【請求項５】
　第２の起動時間を判断するステップと、
　前記判断された第２の起動時間において起動するステップと、
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信するステップとをさらに含み、
　前記第２の起動時間が、前記第１の起動時間よりも早い請求項４記載の方法。
【請求項６】
　前記肯定応答が累積肯定応答を含む請求項５記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の起動時間を判断するステップが、前記肯定応答に基づいて、前記第１の起動
時間を判断するステップを含む請求項５記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の起動時間を判断するステップが、前記順序付けと前記乗数とに基づいて、前
記第１の起動時間を判断するステップを含む請求項５記載の方法。
【請求項９】
　データについての前記要求が、前記判断された第１の起動時間を含む請求項５記載の方
法。
【請求項１０】
　前記第２の起動時間が競合期間中にあり、前記第１の起動時間がデータ配信期間中にあ
り、
　前記方法は、特に、前記競合期間中にネットワーク割振りベクトルを設定するステップ
をさらに含み、
　前記方法は、さらに特に、前記競合期間中に設定された前記ネットワーク割振りベクト
ルを無視することを判断するステップをさらに含み、
　さらに特に、前記ネットワーク割振りベクトルを無視することが、前記ページング中の
指示に基づいている請求項５記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、前記データの肯定応答を送信するステップをさらに含む請求項１記載の方
法。
【請求項１２】
　前記方法は、前記第１の起動時間からバックオフ期間だけ待つステップをさらに含む請
求項１記載の方法。
【請求項１３】
　前記方法は、電力節約動作モード選択を送信するステップをさらに含む請求項１記載の
方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信ネットワーク中で使用するための装置において、
　前記装置が、
　ページングされるワイヤレスデバイスの順序を指す順序付けと、乗数とを含むページン
グメッセージを受信する手段と、
　前記順序付けと前記乗数とに基づいて、第１の起動時間を判断する手段と、
　前記判断された第１の起動時間において起動する手段と、
　データを受信する手段とを具備する装置。
【請求項１５】
　前記乗数が、時間単位の倍数を示し、前記時間単位は、２つの連続するＴＩＭフレーム
間の時間と、前記２つの連続するＴＩＭフレームのうちの第１のＴＩＭフレーム中に示さ
れるワイヤレスデバイスの数との間の比である請求項１４記載の装置、または、
　前記乗数が、時間単位の倍数を示し、前記時間単位は、データ配信期間と前記第１のＴ
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ＩＭフレーム中に示されるワイヤレスデバイスの数との間の比である請求項１４記載の装
置。
【請求項１６】
　前記順序付けが、ワイヤレスデバイス識別子のハッシュに基づいている請求項１４記載
の装置、または、
　前記順序付けが、ワイヤレスデバイス識別子の１つまたは複数の最上位ビットに基づい
ている請求項１４記載の装置。
【請求項１７】
　前記データについての要求を送信する手段をさらに具備する請求項１４記載の装置。
【請求項１８】
　第２の起動時間を判断する手段と、
　前記判断された第２の起動時間において起動する手段と、
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信する手段とをさらに具備し、
　前記第２の起動時間が、前記第１の起動時間よりも早い請求項１７記載の装置。
【請求項１９】
　前記肯定応答が累積肯定応答を含む請求項１８記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の起動時間を判断する手段が、前記肯定応答に基づいて、前記第１の起動時間
を判断する手段を備える請求項１８記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１の起動時間を判断する手段が、前記順序付けと前記乗数とに基づいて、前記第
１の起動時間を判断する手段を備える請求項１８記載の装置。
【請求項２２】
　データについての前記要求が、前記判断された第１の起動時間を含む請求項１８記載の
装置。
【請求項２３】
　前記第２の起動時間が競合期間中にあり、前記第１の起動時間がデータ配信期間中にあ
り、
　前記装置は、特に、前記競合期間中にネットワーク割振りベクトルを設定する手段をさ
らに具備し、
　前記装置は、さらに特に、前記競合期間中に設定された前記ネットワーク割振りベクト
ルを無視することを判断する手段をさらに具備し、
　さらに特に、前記ネットワーク割振りベクトルを無視することが、前記ページング中の
指示に基づいている請求項１８記載の装置。
【請求項２４】
　前記データの肯定応答を送信する手段をさらに具備する請求項１４記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１の起動時間からバックオフ期間だけ待つ手段をさらに具備する請求項１４記載
の装置。
【請求項２６】
　電力節約動作モード選択を送信する手段をさらに具備する請求項１４記載の装置。
【請求項２７】
　コンピュータ上で実行されるとき、請求項１ないし１３のいずれか１項記載のステップ
を実行するコードを備えるコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイヤレス通信ネット
ワークにおいて衝突回避を実行するためのシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　[0002]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、
またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定されるであろう。ネットワー
クはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用されるスイ
ッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信のために採用
される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使用される通信
プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期
光ネットワーキング：Synchronous Optical Networking）、イーサネット（登録商標）な
ど）によって異なる。
【０００３】
　[0003]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用して、非誘導伝
搬モードで無形物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、固定ワイヤードネット
ワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを有利な形で可能にする
。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワーク中のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信すること
ができる。さらに、ワイヤレスネットワークにおいて情報をアクティブに送信／受信して
いないデバイスは、電力を節約するためにドーズ状態に入ることができ、ドーズ状態では
、デバイスは情報をアクティブに送信／受信しない。これらのデバイスはさらに、データ
を送信／受信するためにいつドーズ状態から起動し、アウェイク状態に入るべきかを判断
するためにページングメッセージを利用することができる。したがって、衝突を低減する
ための改善されたシステム、方法、およびデバイスが望まれる。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本発明のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつかの態様を有し、
それらのうちの単一の態様が単独でそれの望ましい属性を担当しない。次に、以下の特許
請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなしに、いくつかの特徴につい
て手短に説明する。この説明を考察すれば、特に「発明を実施するための形態」と題する
セクションを読めば、本発明の特徴が、ワイヤレスネットワークにおけるデバイスのため
の改善されたページングを含む利点をどのように提供するかが理解されよう。
【０００６】
　[0006]本開示の一態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するための
方法を提供する。本方法は、ワイヤレスデバイスにおいてページングメッセージを受信す
ることを含む。ページングメッセージは順序付けと乗数とを含む。本方法は、順序付けと
乗数とに基づいて第１の起動時間を判断することをさらに含む。本方法は、判断された起
動時間において起動することをさらに含む。本方法は、データを受信することをさらに含
む。
【０００７】
　[0007]一実施形態では、本方法は、データについての要求を送信することをさらに含む
ことができる。本方法は、第２の起動時間を判断することをさらに含むことができる。本
方法は、判断された第２の起動時間において起動することをさらに含むことができる。本
方法は、データについての要求に対する肯定応答を受信することをさらに含むことができ
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る。第２の起動時間は第１の起動時間よりも早くなることができる。
【０００８】
　[0008]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するよう
に構成されたワイヤレスデバイスを提供する。ワイヤレスデバイスは、ページングメッセ
ージを受信するように構成された受信機を含む。ページングメッセージは順序付けと乗数
とを含む。ワイヤレスデバイスは、順序付けと乗数とに基づいて第１の起動時間を判断す
るように構成されたプロセッサをさらに含む。プロセッサは、判断された起動時間におい
て起動するようにさらに構成される。プロセッサは、データを受信するようにさらに構成
される。
【０００９】
　[0009]一実施形態では、ワイヤレスデバイスは、データについての要求を送信するよう
に構成された送信機をさらに含むことができる。プロセッサは、第２の起動時間を判断す
るようにさらに構成され得る。プロセッサは、判断された第２の起動時間において起動す
るようにさらに構成され得る。受信機は、データについての要求に対する肯定応答を受信
するようにさらに構成され得る。第２の起動時間は第１の起動時間よりも早くなることが
できる。
【００１０】
　[0010]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するため
の装置を提供する。本装置は、ページングメッセージを受信するための手段を含む。ペー
ジングメッセージは順序付けと乗数とを含む。本装置は、順序付けと乗数とに基づいて第
１の起動時間を判断するための手段をさらに含む。本装置は、判断された起動時間におい
て起動するための手段をさらに含む。本装置は、データを受信するための手段をさらに含
む。
【００１１】
　[0011]一実施形態では、本装置は、データについての要求を送信するための手段をさら
に含むことができる。本装置は、第２の起動時間を判断するための手段をさらに含むこと
ができる。本装置は、判断された第２の起動時間において起動するための手段をさらに含
むことができる。本装置は、データについての要求に対する肯定応答を受信するための手
段をさらに含むことができる。第２の起動時間は第１の起動時間よりも早くなることがで
きる。
【００１２】
　[0012]本開示の別の態様は、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。媒体は、１つ
または複数のプロセッサによって実行されたとき、ページングメッセージを受信すること
を装置に行わせるコードを含む。ページングメッセージは順序付けと乗数とを含む。媒体
は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、順序付けと乗数とに基づいて
第１の起動時間を判断することを装置に行わせるコードをさらに含む。媒体は、１つまた
は複数のプロセッサによって実行されたとき、判断された起動時間において起動すること
を装置に行わせるコードをさらに含む。媒体は、１つまたは複数のプロセッサによって実
行されたとき、データを受信することを装置に行わせるコードをさらに含む。
【００１３】
　[0013]一実施形態では、媒体は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき
、データについての要求を送信することを装置に行わせるコードをさらに含むことができ
る。媒体は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、第２の起動時間を判
断することを装置に行わせるコードをさらに含むことができる。媒体は、１つまたは複数
のプロセッサによって実行されたとき、判断された第２の起動時間において起動すること
を装置に行わせるコードをさらに含むことができる。媒体は、１つまたは複数のプロセッ
サによって実行されたとき、データについての要求に対する肯定応答を受信することを装
置に行わせるコードをさらに含むことができる。第２の起動時間は第１の起動時間よりも
早くなることができる。
【００１４】
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　[0014]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するため
の方法を提供する。本方法は、ワイヤレスデバイスにおいて拡張スリープモードの広告を
送信することを含む。本方法は、アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセ
ージを通してスリープすることをさらに含む。本方法は、データについての要求を送信す
ることをさらに含む。本方法は、データを受信することをさらに含む。
【００１５】
　[0015]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するため
のワイヤレスデバイスを提供する。本デバイスは、拡張スリープモードの広告を送信する
ように構成された送信機を含む。本デバイスは、アクセスポイントの１つまたは複数のペ
ージングメッセージを通してスリープするように構成されたプロセッサをさらに含む。送
信機は、データについての要求を送信するようにさらに構成される。本デバイスは、デー
タを受信するように構成された受信機をさらに含む。
【００１６】
　[0016]本開示の別の態様は、ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するため
の装置を提供する。本装置は、拡張スリープモードの広告を送信するための手段を含む。
本装置は、アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセージを通してスリープ
するための手段をさらに含む。本装置は、データについての要求を送信するための手段を
さらに含む。本装置は、データを受信するための手段をさらに含む。
【００１７】
　[0017]本開示の別の態様は、非一時的コンピュータ可読媒体を提供する。媒体は、１つ
または複数のプロセッサによって実行されたとき、拡張スリープモードの広告を送信する
ことを装置に行わせるコードを含む。媒体は、１つまたは複数のプロセッサによって実行
されたとき、アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセージを通してスリー
プすることを装置に行わせるコードをさらに含む。媒体は、１つまたは複数のプロセッサ
によって実行されたとき、データについての要求を送信することを装置に行わせるコード
をさらに含む。媒体は、１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、データを
受信することを装置に行わせるコードをさらに含む。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】[0018]本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システムを示す図。
【図２】[0019]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得る例示的なワイヤレスデバ
イスの機能ブロック図。
【図３】[0020]図１のワイヤレス通信システムにおいてアクセスポイントによってワイヤ
レス局に送信される複数の区分されたページングメッセージを示す図。
【図４】[0021]例示的なポーリング要求機構を示す図。
【図５Ａ】[0022]別の例示的なポーリング要求機構を示す図。
【図５Ｂ】[0023]別の例示的なポーリング要求機構を示す図。
【図６】[0024]例示的な非ポーリング機構を示す図。
【図７】[0025]図１のワイヤレス通信システムにおいて衝突を低減するためのプロセスの
フローチャート。
【図８】[0026]図１のワイヤレス通信システム内で採用され得る例示的なワイヤレスデバ
イスの機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　[0027]添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様に
ついて以下でより十分に説明する。ただし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得、
本開示全体にわたって提示する任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈すべ
きではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲を当業
者に十分に伝えるために与えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の範囲は
、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本発明の他の態様と組み合わされる
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にせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のいかなる態様をもカバ
ーするものであることを、当業者なら諒解されたい。たとえば、本明細書に記載の態様を
いくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る。さらに、本発明の範
囲は、本明細書に記載の本発明の様々な態様に加えてまたはそれらの態様以外に、他の構
造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置または方法をカバ
ーするものとする。本明細書で開示するいかなる態様も請求項の１つまたは複数の要素に
よって実施され得ることを理解されたい。
【００２０】
　[0028]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および伝送プロ
トコルに広く適用可能であるものであり、それらのいくつかを例として、図において、お
よび好適な態様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態および図
面は、本開示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許
請求の範囲およびそれの均等物によって定義される。
【００２１】
　[0029]普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を含むことができる。ＷＬＡＮは、広く使用されるネ
ットワーキングプロトコルを採用して、近接デバイスを互いに相互接続するために使用さ
れ得る。本明細書で説明する様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなど、任意の通信規格
に適用され得る。
【００２２】
　[0030]いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域中のワイヤレス信号は、直交周波数分
割多重化（ＯＦＤＭ）、直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence sp
read spectrum）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して
、８０２．１１ａｈプロトコルに従って送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実
装形態は、センサー、メータリング、およびスマートグリッドネットワークのために使用
され得る。有利には、８０２．１１ａｈプロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様
は、他のワイヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費し得、および
／または比較的長い距離、たとえば約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送
信するために使用され得る。
【００２３】
　[0031]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアントが
存在することができる。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働くこ
とができ、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコン
ピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡ
は、インターネットまたは他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するた
めにＷｉＦｉ（登録商標）（たとえば、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥＥ８０２．１１プ
ロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、Ｓ
ＴＡはＡＰとしても使用され得る。
【００２４】
　[0032]アクセスポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントロー
ラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、トランシーバ基地
局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、
無線トランシーバ、または何らかの他の用語を含むか、それらのいずれかとして実装され
るか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００２５】
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　[0033]局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット、
移動局、リモート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス
、ユーザ機器、または何らかの他の用語を含むか、それらのいずれかとして実装されるか
、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、
アクセス端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）
フォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス
接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの
他の好適な処理デバイスを含むことができる。したがって、本明細書で教示する１つまた
は複数の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コンピュー
タ（たとえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコ
ンピューティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメントデバイス
（たとえば、音楽またはビデオデバイス、または衛星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシ
ステム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介して通信するように
構成された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００２６】
　[0034]上記で説明したように、本明細書で説明するデバイスのうちのいくつかは、たと
えば、８０２．１１ａｈ規格を実装することができる。そのようなデバイスは、ＳＴＡと
して使用されるか、ＡＰとして使用されるか、他のデバイスとして使用されるかにかかわ
らず、スマートメータリングのためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用
され得る。そのようなデバイスは、センサー適用例を提供するか、またはホームオートメ
ーションにおいて使用され得る。デバイスは、代わりにまたは追加として、ヘルスケアコ
ンテキストにおいて、たとえば、パーソナルヘルスケアのために使用され得る。それらの
デバイスはまた、（たとえば、ホットスポットとともに使用する）拡張された範囲のイン
ターネット接続性を可能にするために、またはマシンツーマシン通信を実装するために、
監視のために使用され得る。
【００２７】
　[0035]図１に、本開示の態様が採用され得る例示的なワイヤレス通信システム１００を
示す。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規
格に従って動作することができる。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通
信するＡＰ１０４を含むことができる。
【００２８】
　[0036]様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス
通信システム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／
ＯＦＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。
そうである場合、ワイヤレス通信システム１００はＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ば
れることがある。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６
との間で送信および受信され得る。そうである場合、ワイヤレス通信システム１００はＣ
ＤＭＡシステムと呼ばれることがある。
【００２９】
　[0037]ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を可能にする通信
リンクはダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１つ
または複数からＡＰ１０４への送信を可能にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１
０と呼ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８が順方向リンクまたは順方向チ
ャネルと呼ばれることがあり、アップリンク１１０が逆方向リンクまたは逆方向チャネル
と呼ばれることがある。
【００３０】
　[0038]ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ）１０２におい
てワイヤレス通信カバレージを与えることができる。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関連付
けられ、また通信のためにＡＰ１０４を使用する、ＳＴＡ１０６とともに、基本サービス
セット（ＢＳＳ）と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム１００は、中央ＡＰ１
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０４を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピアネットワークとして
機能することができることに留意されたい。したがって、本明細書で説明するＡＰ１０４
の機能は、代替的にＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって実行され得る。
【００３１】
　[0039]ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、システム１００
の他のノードＳＴＡ１０６にビーコン信号（または単に「ビーコン」）を送信することが
でき、ビーコン信号は、他のノードＳＴＡ１０６がそれらのタイミングをＡＰ１０４と同
期させるのを助けるか、あるいは他の情報または機能を与えることができる。そのような
ビーコンは周期的に送信され得る。一態様では、連続送信間の期間はスーパーフレームと
呼ばれることがある。ビーコンの送信は、いくつかのグループまたは間隔に分割され得る
。一態様では、ビーコンは、限定はしないが、共通クロックを設定するためのタイムスタ
ンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能力情報、スーパーフレ
ーム持続時間、送信方向情報、受信方向情報、ネイバーリスト、および／または拡張ネイ
バーリストなどの情報を含むことができ、それらのうちのいくつかについて以下でさらに
詳細に説明する。したがって、ビーコンは、いくつかのデバイスの間で共通の（たとえば
共有される）情報と、所与のデバイスに固有の情報の両方を含むことができる。
【００３２】
　[0040]いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送るために、および
／またはＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４に関連することが必要であり
得る。一態様では、関連するための情報が、ＡＰ１０４によってブロードキャストされる
ビーコン中に含まれる。そのようなビーコンを受信するために、ＳＴＡ１０６は、たとえ
ば、カバレージ領域にわたって広カバレージ探索を実行することができる。また、探索は
、ＳＴＡ１０６が、たとえば、灯台方式でカバレージ領域をスイープすることによって実
行され得る。関連するための情報を受信した後に、ＳＴＡ１０６は、関連付けプローブま
たは要求などの基準信号をＡＰ１０４に送信することができる。いくつかの態様では、Ａ
Ｐ１０４は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのより大
きいネットワークと通信するために、バックホールサービスを使用することができる。
【００３３】
　[0041]図２に、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバ
イス２０２の例示的な機能ブロック図を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細書で
説明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば、ワ
イヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４を含むか、またはＳＴＡ１０６のうちの１つを含
むことができる。
【００３４】
　[0042]ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロ
セッサ２０４を含むことができる。プロセッサ２０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼
ばれることもある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の
両方を含むことができるメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に与えるこ
とができる。メモリ２０６の一部は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも
含むことができる。プロセッサ２０４は、一般に、メモリ２０６内に記憶されたプログラ
ム命令に基づいて論理演算と算術演算とを実行する。メモリ２０６中の命令は、本明細書
で説明する方法を実装するように実行可能であり得る。
【００３５】
　[0043]プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを含むことができるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセ
ッサは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（Ｄ
ＳＰ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバ
イス（ＰＬＤ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専
用ハードウェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実行することができ
る任意の他の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
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【００３６】
　[0044]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含むことがで
きる。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード
、ハードウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く
解釈されたい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行コー
ド形式、または他の適切なコード形式の）コードを含むことができる。命令は、１つまた
は複数のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理シス
テムに実行させる。
【００３７】
　[0045]ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機２１０および／または受信
機２１２を含むことができる、ハウジング２０８を含むことができる。送信機２１０と受
信機２１２とは組み合わされてトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウ
ジング２０８に取り付けられ、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレス
デバイス２０２はまた、複数の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／ま
たは複数のアンテナ（図示せず）を含むことができる。
【００３８】
　[0046]送信機２１０は、「ページングメッセージ」と呼ばれることがあるメッセージを
ワイヤレス送信するように構成され得、このメッセージは、ワイヤレスデバイスが以下で
説明するようにドーズ状態から起動し、アウェイク状態に入る必要があるか否かをワイヤ
レスデバイスに示すように構成される。たとえば、送信機２１０は、上記で説明したプロ
セッサ２０４によって生成されたページングメッセージを送信するように構成され得る。
ワイヤレスデバイス２０２がＳＴＡ１０６として実装または使用されるとき、プロセッサ
２０４は、ページングメッセージを処理するように構成され得る。ワイヤレスデバイス２
０２がＡＰ１０４として実装または使用されるとき、プロセッサ２０４はまた、ページン
グメッセージを生成するように構成され得る。
【００３９】
　[0047]受信機２１２は、ページングメッセージをワイヤレス受信するように構成され得
る。ワイヤレスデバイス２０２がＳＴＡ１０６として実装または使用されるとき、送信機
２１０は、ページングメッセージに応答して、データについての要求を送信するように構
成され得る。たとえば、ワイヤレスデバイス２０２は、図４に関して本明細書で説明する
ように電力節約ポール（Power-Saving Poll）（ＰＳポール）を送信するように構成され
得る。ワイヤレスデバイス２０２がＡＰ１０４として実装または使用されるとき、送信機
２１０は、１つまたは複数のＳＴＡ１０６にデータを送信するようにさらに構成され得る
。ワイヤレスデバイス２０２がＳＴＡ１０６として実装または使用されるとき、送信機２
１０は、ＡＰ１０４から受信されたデータに対する肯定応答を送信するように構成され得
る。
【００４０】
　[0048]ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレ
ベルを検出し、定量化するために使用され得る信号検出器２１８をも含むことができる。
信号検出器２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、
電力スペクトル密度および他の信号などの信号を検出することができる。ワイヤレスデバ
イス２０２は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２
２０をも含むこともできる。ＤＳＰ２２０は、送信のためにパケットを生成するように構
成され得る。いくつかの態様では、パケットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を
含むことができる。
【００４１】
　[0049]ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様ではユーザインターフェース２２
２をさらに含むことができる。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロ
フォン、スピーカー、および／またはディスプレイを含むことができる。ユーザインター
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フェース２２２は、ワイヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／または
ユーザからの入力を受信する、任意の要素または構成要素を含むことができる。
【００４２】
　[0050]ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互
いに結合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバス含むことができ、なら
びに、データバスに加えて電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含むこ
とができる。ワイヤレスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互
いに結合されるか、あるいは互いに対する入力を受け付けるかまたは与え得ることを、当
業者なら諒解されよう。
【００４３】
　[0051]図２には、いくつかの別個の構成要素が示されているが、構成要素のうちの１つ
または複数が組み合わせられるか、または共通に実装され得ることを、当業者なら認識さ
れよう。たとえば、プロセッサ２０４は、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機能
を実装するためだけでなく、信号検出器２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記
で説明した機能を実装するためにも使用され得る。さらに、図２に示す構成要素の各々は
、複数の別個の要素を使用して実装され得る。
【００４４】
　[0052]ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６を含むことができ
、ページングメッセージを含む通信を送信および／または受信するために使用され得る。
すなわち、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６のいずれかは、ページングメッセージの送信機
デバイスまたは受信機デバイスとして働くことができる。いくつかの態様は、信号検出器
２１８が、送信機または受信機の存在を検出するために、メモリ２０６およびプロセッサ
２０４上で動作しているソフトウェアによって使用されることを企図する。
【００４５】
　[0053]ＳＴＡ１０６は複数の動作モードを有することができる。たとえば、ＳＴＡ１０
６は、アクティブモードと呼ばれる第１の動作モードを有することができる。アクティブ
モードでは、ＳＴＡ１０６は、常に「アウェイク」状態であり得、ＡＰ１０４とデータを
アクティブに送信／受信することができる。さらに、ＳＴＡ１０６は、電力節約モードと
呼ばれる第２の動作モードを有することができる。電力節約モードでは、ＳＴＡ１０６は
、「アウェイク」状態、あるいは、ＳＴＡ１０６がＡＰ１０４とデータをアクティブに送
信／受信しない「ドーズ」または「スリープ」状態であり得る。たとえば、ＳＴＡ１０６
の受信機２１２、ならびに、場合によってはＤＳＰ２２０および信号検出器２１８は、ド
ーズ状態で低減された電力消費を使用して動作することができる。さらに、電力節約モー
ドでは、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４とデータを送信／受信することが可能になるように
、ＳＴＡ１０６が特定の時間において「起動する」（たとえば、アウェイク状態に入る）
必要があるか否かをＳＴＡ１０６に示す、ＡＰ１０４からのメッセージ（たとえば、ペー
ジングメッセージ）をリッスンするために、時としてアウェイク状態に入ることができる
。
【００４６】
　[0054]したがって、いくつかのワイヤレス通信システム１００中で、ＡＰ１０４は、Ｓ
ＴＡ１０６のためにＡＰ１０４においてバッファされたデータがあるか否か示すページン
グメッセージを、ＡＰ１０４と同じネットワーク中で電力節約モードで複数のＳＴＡ１０
６に送信することができる。ＳＴＡ１０６はまた、この情報を使用して、それらがアウェ
イク状態である必要があるかドーズ状態である必要があるかを判断することができる。た
とえば、ＳＴＡ１０６がページングされていないとＳＴＡ１０６が判断した場合、それは
ドーズ状態に入ることができる。代替的に、ＳＴＡ１０６がページングされ得るとＳＴＡ
１０６が判断した場合、ＳＴＡ１０６は、ページを受信し、ページに基づいていつアウェ
イク状態になるべきかをさらに判断するために、ある時間期間の間アウェイク状態に入る
ことができる。さらに、ＳＴＡ１０６は、ページを受信した後に、ある時間期間の間アウ
ェイク状態にとどまることができる。別の例では、ＳＴＡ１０６は、ページングされてい
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るときまたはページングされていないとき、本開示に一致する他の方法で機能するように
構成され得る。
【００４７】
　[0055]いくつかの態様では、ページングメッセージは、トラフィック識別マップ（ＴＩ
Ｍ：traffic identification map）など、ビットマップ（この図に図示せず）を含むこと
ができる。いくつかのそのような態様では、ビットマップはいくつかのビットを含むこと
ができる。これらのページングメッセージは、ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６にビーコンま
たはＴＩＭフレーム中で送られ得る。ビットマップ中の各ビットは、複数のＳＴＡ１０６
のうちの特定のＳＴＡ１０６に対応することができ、各ビットの値（たとえば、０または
１）は、ＡＰ１０４がその特定のＳＴＡのために有するバッファされたユニット（Buffer
ed Unit）を受信することが可能となるために、対応するＳＴＡ１０６がなるべき状態（
たとえば、ドーズ状態またはアウェイク状態）を示すことができる。したがって、ビット
マップのサイズは、ワイヤレス通信システム１００中のＳＴＡ１０６の数に直接比例し得
る。したがって、ワイヤレス通信システム１００中のＳＴＡ１０６の数が大きいと、ビッ
トマップが大きくなり得る。
【００４８】
　[0056]いくつかの態様では、長時間スリープするＳＴＡ１０６は、ＴＩＭメッセージを
読み取るために起動しないことがある。たとえば、ＳＴＡ１０６は、拡張スリープモード
では１つまたは複数のＴＩＭメッセージを通してスリープすることを決定することができ
る。この場合、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６がＴＩＭメッセージを読み取らないことが
あることをＡＰ１０４に広告することができる。それに応じて、ＡＰ１０４は、ＴＩＭメ
ッセージ中に対応する識別子を含めないことがある。様々な実施形態では、ＳＴＡ１０６
は、制御メッセージを使用して、または関連付け中に直ちに、それらが１つまたは複数の
ＴＩＭメッセージにわたって起動しないことがあること（すなわち、それらが上述の電力
節約モードで動作していること）をＡＰ１０４に通知し得る。
【００４９】
　[0057]このようにＡＰ１０４に通知したＳＴＡ１０６について、ＡＰ１０４がＳＴＡ１
０６を対象とするＢＵを有するときでも、ＡＰ１０４はＴＩＭメッセージ中に識別子を含
めないことがある。ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に任意の時間にＰＳポールを送ることに
よってそれらのＢＵを要求することができる。一実施形態では、ＡＰ１０４は、ＰＳポー
ルに応答して、ＢＵを直ちに送ることができる。別の実施形態では、ＡＰ１０４は、ＰＳ
ポールにＡＣＫで応答し、後でＢＵを配信することができる。また別の実施形態では、Ａ
Ｐ１０４は、ＰＳポールに（ＡＣＫでもＢＵでも）直ちに応答しないことがある。ＡＰ１
０４は、代わりに、ＴＩＭメッセージ後の所与のスケジュールされた時間の後に送られる
累積ＡＣＫフレームで返答することができる。
【００５０】
　[0058]様々な実施形態では、ＳＴＡ１０６は、ＰＳポール（動的指示の場合）、ＡＰに
送られる関連付け要求、プローブ要求、および／または別の管理フレーム（静的指示の場
合）を介してＢＵを配信するための待ち時間を指定することができる。他の実施形態では
、ＡＰ１０４は、ＡＣＫフレーム、ＴＩＭ要素（動的指示の場合）、ＳＴＡ１０６に送ら
れるビーコン、関連付け応答、プローブ応答、または他の管理フレーム（静的指示の場合
）を介してＢＵを配信するための待ち時間を指定することができる。ＳＴＡ１０６は待ち
時間持続時間の間スリープすることができる。ＳＴＡ１０６は、ＡＣＫを送ることによっ
てＢＵの正しい受信に肯定応答することができる。ＳＴＡ１０６は、次いで、スリープに
戻ることができる。
【００５１】
　[0059]図３に、図１のワイヤレス通信システム１００においてＡＰ１０４によってＳＴ
Ａ１０６に送信される複数の区分されたページングメッセージ３０２を示す。図示のよう
に、時間は、時間軸３０４上でページにわたって水平方向に増加する。図示のように、Ａ
Ｐ１０４は、複数のページングメッセージ３０２を送信するように構成される。ページン
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グメッセージ３０２は、ＴＩＭフレーム、ビーコン中で、または何らかの他の適切なシグ
ナリングを使用して送られ得る。ＳＴＡ１０６は、ページングメッセージ３０２のうちの
１つまたは複数をリッスンするように構成され得る。１つまたは複数のページングメッセ
ージ３０２に続いて、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に要求を送信し、ＡＰ１０４から応答
を受信するように構成され得る。
【００５２】
　[0060]ページングプロセスにより、より多くの数のＳＴＡ１０６が１つまたは複数のペ
ージングメッセージ３０２を受信することになり得る。たとえば、同じＴＩＭ中の多くの
数のＳＴＡ１０６が、１つまたは複数のページングメッセージ３０２を受信することがで
き、それにより、１つまたは複数のＳＴＡ１０６が、ＴＩＭの後に媒体上でＡＰ１０４に
要求を送信するために競合することになり得る。したがって、同じ時間にまたはほぼ同じ
時間に少なくとも２つのＳＴＡ１０６がＡＰ１０４に要求を送信することを試みる状況で
は、ＡＰ１０４によって受信されたデータの破損が生じる衝突が起こり得る。
【００５３】
　[0061]図４に、ポーリング要求機構４００を示す。図示されたポーリング要求機構４０
０は、図１のワイヤレス通信システム１００中のＡＰ１０４とＳＴＡ１０６とによって使
用され得る。図示のように、時間は、時間間隔４２６から時間間隔４３８にページにわた
って水平方向に増加する。一実施形態では、データ配信期間は、時間単位（ＴＵ：time u
nit）の整数倍の間持続することができる。一実施形態では、各ＴＵは、ＳＴＡ４０２、
４０４、および４０６がバックオフを実行し、ＰＳポールを送り、データを受信し、ＡＰ
４０８に肯定応答（ＡＣＫ）を送ることを可能にするのに十分に長くなり得る。一実施形
態では、ＡＰ４０８は、ＴＩＭフレーム４０９中にＴＵ持続時間を含むことができる。Ａ
Ｐ４０８によるＴＵの計算は、ページングされるＳＴＡ４０２、４０４、および４０６に
ＡＰ４０８が送らなければならない、バッファされたユニット（ＢＵ）に関する情報を考
慮に入れることができる。一実施形態では、ＴＵ持続時間は、意図されたページングされ
るＳＴＡ４０２、４０４、および４０６へのできる限り長いＢＵの正しい送信を可能にす
る時間を考慮することができる。別の実施形態では、ＴＵは、２つの連続するＴＩＭフレ
ーム間の時間と、第１のＴＩＭマップ中に示されるＳＴＡの数との間の比であり得る。別
の実施形態では、ＴＵは、データ配信期間と、ＴＩＭフレーム中に示される局の数との間
の比であり得る。
【００５４】
　[0062]概して、ＴＩＭ４０９などのページングメッセージの送信の後に、時間間隔が、
ページングされるＳＴＡ１０６のために予約される。予約は、予約された期間の持続時間
の間の媒体へのアクセスを、ページングされないＳＴＡに延期させるためのメッセージ（
たとえば、ページングメッセージ、追加のメッセージ）を送信することによって実現され
得る。いくつかの実装形態では、延期アクセスは、ページングされないＳＴＡがそれらの
ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ：network allocation vector）を設定することが
できるように、予約しているフレーム値の持続時間フィールド値を設定することによって
実現され得る。他の実装形態では、延期アクセスは、ページングフレームに先行または後
続する追加のフレームを送ることによって実現され得、追加のフレームは、予約された期
間の持続時間を示す。一実施形態では、延期アクセス期間はデータ配信期間４１１であり
得る。
【００５５】
　[0063]いくつかの実施形態では、１つまたは複数のＳＴＡ１０６は、競合期間中に設定
されたＮＡＶを無視することができる。たとえば、ＳＴＡ１０６は、ＴＩＭ４０９に示さ
れているように、ＡＰ１０４によってページングされ得る。ページングされたＳＴＡ１０
６は、前に設定されたＮＡＶを無視することができる。一実施形態では、ＮＡＶを無視す
ることは、ＴＩＭ４０９ページング中の指示に基づくことができる。ＳＴＡ１０６がＮＡ
Ｖを無視するとき、ＳＴＡ１０６は、たとえば、ＰＳポール要求を送信するために、ワイ
ヤレス媒体にアクセスすることができる。言い換えれば、ＳＴＡ１０６は、ＮＡＶに従う
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のを控えることができる。
【００５６】
　[0064]予約された時間間隔中に、ページングされたＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に要求
（たとえば、電力節約ポール（ＰＳポール）要求４１２、４１６、および４２０）を送り
、ＡＰ１０４から応答（たとえば、応答４１４、４１８、および４２２）を受信すること
ができる。ＳＴＡ１０６はまた、肯定応答（ＡＣＫ）４１５、４１９、および４２３を介
して応答４１４、４１８、および４２２に肯定応答することができる。複数のページング
されたＳＴＡ１０６は、本明細書で説明するように、様々な方法に従って、予約された時
間間隔中に競合し得る。いくつかの実施形態では、ページングされていないＳＴＡ１０６
は、予約された時間間隔中に競合し得ない。予約された時間間隔が終わると、ＳＴＡ１０
６は、ＡＰ１０４に要求を送るために競合し始め得る。一実施形態では、ＡＰ１０４は、
予約された時間間隔の持続時間を判断することができる。予約された時間間隔は、すべて
のページングされるＳＴＡ１０６がＡＰ１０４に要求を送り、ＡＰ１０４から応答を受信
するのに十分でなければならない。限定ではなく例として、予約された時間間隔の持続時
間は、ページングされるＳＴＡ１０６の数の関数であり得る。
【００５７】
　[0065]ポーリング要求機構４００は、ＳＴＡ４０２、４０４、および４０６が、衝突を
回避するような方法でＡＰ４０８にＰＳポール４１２、４１６、および４２０のような要
求を送信することができる実施形態を示している。ＳＴＡ４０２、４０４、および４０６
は、本明細書で説明するＳＴＡ１０６と同様であり得る。いくつかの実施形態では、ＳＴ
Ａ４０２、４０４、および４０６は、ある順序でＡＰ４０８に要求を送信することができ
る。ＡＰ４０８は、本明細書で説明するＡＰ１０４と同様であり得る。ＴＩＭ４０９など
のページングメッセージは、ＳＴＡ４０２、４０４、および４０６の順序付けを暗黙的ま
たは明示的に定義することができる。たとえば、ＴＩＭ４０９ビットマップは、ＳＴＡ４
０２とＳＴＡ４０４の両方がページングされることを示す場合、ＴＩＭ４０９ビットマッ
プは、ＳＴＡ４０２がＳＴＡ４０４の前にあるか後にあるかをも暗黙的または明示的に示
す。一例では、順序は、ページングされるＳＴＡがビットマップ表現中に現れる順序によ
って決定され得る。ビットマップ｛０，１，０，０，１，１｝について考えられたく、こ
こで、位置２のビットに関連付けられたＳＴＡは、位置５のビットに関連付けられたＳＴ
Ａの前にあると仮定される。いくつかの実装形態では、圧縮ビットマップは、ＳＴＡ識別
子のリストとして表され得る。この場合、ＳＴＡ識別子がリスト中に現れるシーケンスが
順序を決定することができる。リスト｛１３，２５，５，２２｝について考えられたく、
ここで、識別子「１３」に関連付けられたＳＴＡは、「５」によって識別されるＳＴＡの
前に来ると仮定される。別の態様では、順序は、メッセージの表現にかかわらず、ＳＴＡ
識別子の値から導出され得る。一態様では、順序はＳＴＡ識別子のハッシュから導出され
得る。別の態様では、順序は、ＳＴＡ識別子の１つまたは複数の最上位ビット（ＭＳＢ：
Most Significant Bit）によって導出され得る。
【００５８】
　[0066]いくつかの実装形態では、ＴＩＭ４０９ビットマップシーケンス内のＳＴＡ４０
２、４０４、または４０６の位置は、上記で説明したようにＳＴＡ４０２、４０４、また
は４０６の位置の関数であり得る。順序はさらに他の指示に依存することができ、指示は
、ページングメッセージ中に含まれるか、あるいはＳＴＡ４０２、４０４、および／また
は４０６において知られていると仮定されるかのいずれかである。たとえば、指示は、ペ
ージングメッセージ（たとえば、ＴＩＭ４０９）内にタイムスタンプフィールド（ＴＳＦ
：Time Stamp Field）を含むことができる。そのような実装形態では、第１のＳＴＡは、
その識別子が「１」に設定され、ＴＩＭ４０９ビットマップシーケンス内で、ＴＳＦの１
２個の最下位ビット（ＬＳＢ：least significant bit）に関連付けられた位置の後で順
序が最初である位置を有するＳＴＡであり得る。タイムスタンプフィールドに基づくもの
と同様の結果を達成するために、様々な指示を組み込んだ多くの他の関数が含まれ得る。
様々な実施形態では、指示は、たとえば、スクランブリングシード、ＦＣＳ、ＣＲＣ、Ｔ
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ＩＭフレーム、および／または、ＴＩＭフレームを含むパケットの部分的または完全なコ
ンテンツの任意のハッシュ関数を含むことができる。順序の計算にタイムスタンプフィー
ルドを含めることの１つの有益な結果は、使用されるタイムスタンプフィールドの部分が
送信ごとに異なるとすれば、順序が送信ごとに変更され得ることである。
【００５９】
　[0067]いくつかの実装形態では、ページングメッセージの送信側は、順序付け情報の使
用を含む任意の基準に従って、ページングされるＳＴＡの順序を判断することができる。
たとえば、送信側、ＡＰ４０８は、ＳＴＡ４０２、４０４、および４０６を、それらのＱ
ｏＳ要件、電力節約要件、または他の性能パラメータに基づいて順序付けることができる
。いくつかの実装形態では、ページングメッセージの送信側がメッセージ中に順序の明示
的指示を含めることが望ましいことがある。順序のこの明示的指示は、ＴＩＭ４０９ビッ
トマップに基づくのではなく、本明細書で説明する他のファクタに基づき得る。
【００６０】
　[0068]一実施形態では、ページングメッセージは、起動する前に何個の時間単位だけ待
つべきかをＳＴＡ１０６に示すことができる「時間単位乗数」を含むことができる。ＳＴ
Ａ４０２、４０４、および４０６は、「起動時間」を計算するために、ＴＩＭ４０９内の
それらの（０で開始する）順序数を時間単位乗数に乗算することができる。一実施形態で
は、起動時間はＴＩＭ４０９に関し得る。したがって、起動時間は、ＳＴＡが起動する前
に待たなければならない、ＴＩＭ４０９後の時間単位の数を示すことができる。図示の実
施形態では、ＳＴＡ４０２は時間間隔４２６の始めに起動時間を有する。ＳＴＡ４０４は
時間間隔４３２の始めに起動時間を有する。ＳＴＡ４０６は時間間隔４３８の始めに起動
時間を有する。様々な実施形態では、ＡＰ４０８は、ビーコン、ＴＩＭビーコン、ＴＩＭ
４０９、または任意の他の通信のうちの１つまたは複数において時間単位乗数を通信する
ことができる。一実施形態では、ＳＴＡ４０２、４０４、および４０６は、事前設定され
た時間単位乗数を含むことができる。
【００６１】
　[0069]限定ではなく説明の目的のみのために、図４は、ＳＴＡ４０２がＴＩＭ４０９中
の第１の位置（位置０）にあり、ＳＴＡ４０４がＴＩＭ４０９の第２の位置（位置１）に
あり、ＳＴＡ４０６がＴＩＭ４０９の第３の位置（位置２）にあるポーリング順序を示し
ている。最初に、ＡＰ４０８はＴＩＭ４０９を送信する。上記で説明したように、ＴＩＭ
４０９は、ＡＰ４０８がＳＴＡ４０２、４０４、および４０６のために準備できているデ
ータをバッファしていることを示すことができる。その上、ＴＩＭ４０９は、ＳＴＡ４０
２、４０４、および４０６の順序付けを示し、時間単位乗数を含むことができる。ＳＴＡ
４０２は、それがＴＩＭ４０９の直後に起動すべきであることを判断するためにそれの位
置０に時間単位乗数を乗算することができる。
【００６２】
　[0070]時間間隔４２６の始めに、ＳＴＡ４０２は起動する。ＳＴＡ４０２、４０４、お
よび４０６の各々は、ＰＳポールを送るために媒体にアクセスするより前にバックオフ期
間の間延期するように構成され得る。バックオフは、最も優先度の高いアクセス構成（Ａ
Ｃ：access configuration）パラメータを使用する、ＩＥＥＥ８０２．１１規格において
定義されている分散協調機能（ＤＣＦ：distributed coordination function）または拡
張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ：enhanced distributed channel access）など、衝
突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ）ベースの媒体アクセスプロシージャを用いたキャリア検知多重
アクセスを使用することができる。一実施形態では、バックオフより前に、ＳＴＡは、進
行中の送信を検知するために追加のプローブ遅延時間の間アウェイクしたままでいること
ができる。時間間隔４２６において、ＳＴＡ４０２はＡＰ４０８にＰＳポール要求４１２
を送信する。ＡＰ４０８はＳＴＡ４０２に応答４１４を送ることができる。応答４１４は
、ＳＴＡ４０２に宛てられたバッファされたデータの少なくとも一部分を含むことができ
る。応答４１４を正常に受信した後に、ＳＴＡ４０２はＡＰ４０８にＡＣＫ４１５を送信
することができる。その後、ＳＴＡ４０２は、たとえば次のＴＩＭを受信するために再び
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起動するまで、スリープ（またはドーズ）に戻ることができる。
【００６３】
　[0071]いくつかの動作モードでは、ＳＴＡ４０２は、すべてのＴＩＭメッセージにおい
て起動しないことがある。これらの動作モードでは、ＳＴＡ４０２は、ＳＴＡ４０２がア
ウェイクしており、ＰＳポールを介してデータを受信する準備ができていることをＡＰに
通知し得る。
【００６４】
　[0072]時間間隔４３２の始めに、ＳＴＡ４０４は起動する。ＳＴＡ４０４は、バックオ
フを実行し、次いで、ＡＰ４０８にＰＳポール要求４１６を送信することができる。ＡＰ
４０８はＳＴＡ４０４に応答４１８を送ることができる。応答４１６は、ＳＴＡ４０４に
宛てられたバッファされたデータの少なくとも一部分を含むことができる。応答４１６を
正常に受信した後に、ＳＴＡ４０４はＡＰ４０８にＡＣＫ４１９を送信することができる
。
【００６５】
　[0073]同様に、時間間隔４３８の始めに、ＳＴＡ４０６は起動する。ＳＴＡ４０６は、
バックオフを実行し、次いで、ＡＰ４０８にＰＳポール要求４２０を送信することができ
る。ＡＰ４０８はＳＴＡ４０６に応答４２２を送ることができる。応答４２２は、ＳＴＡ
４０６に宛てられたバッファされたデータの少なくとも一部分を含むことができる。応答
４２２を正常に受信した後に、ＳＴＡ４０６はＡＰ４０８にＡＣＫ４２３を送信すること
ができる。
【００６６】
　[0074]一実施形態では、ＡＰ４０８は、データ配信期間４１１全体の間、ＮＡＶを設定
することができる。一実施形態では、ＡＰ４０８はプローブ遅延を０に設定し、それによ
って起動時間を低減することができる。しかしながら、一実施形態では、データ配信期間
４１１全体の間ＮＡＶを設定すること、またはプローブ遅延をなくすことは実際的でない
ことがある。別の実施形態では、ＡＰ４０８がデータ配信期間全体の間ＮＡＶを設定しな
いか、またはプローブ遅延をなくす、別のポーリング要求機構が使用され得る。たとえば
、ワイヤレス通信システム１００は、図５Ａ～図５Ｂに関して本明細書で説明するポーリ
ング機構を使用することができる。
【００６７】
　[0075]図５Ｂに、別のポーリング要求機構５５０を示す。図示されたポーリング要求機
構５５０は、図１のワイヤレス通信システム１００中のＡＰ１０４とＳＴＡ１０６とによ
って使用され得る。ポーリング要求機構５５０は図４のポーリング要求機構４００と同様
である。ただし、ポーリング要求機構５５０では、ＴＩＭ間隔は、競合期間５１０および
データ配信期間５１１という２つの期間に分割される。
【００６８】
　[0076]図５Ｂに示すように、時間は、ページにわたって競合期間５１０からデータ配信
期間５１１に、およびデータ配信期間５１１内で時間間隔５２６から時間間隔５３８に、
水平方向に増加する。一実施形態では、データ配信期間５１１は、時間単位（ＴＵ）の整
数倍の間持続することができる。一実施形態では、各ＴＵは、ＡＰ５０８がバックオフを
実行し、バッファされたユニットを送り、ページングされたＳＴＡ５０２、５０４、およ
び５０６からＡＣＫを受信することを可能にするのに十分に長くなり得る。一実施形態で
は、ＡＰ５０８は、ＴＩＭフレーム５０９中にＴＵ持続時間を含むことができる。ＡＰ５
０８によるＴＵの計算は、ページングされるＳＴＡにＡＰが送らなければならない、バッ
ファされたユニットに関する情報を考慮に入れることができる。一実施形態では、ＴＵは
、意図されたページングされるＳＴＡ５０２、５０４、および５０６へのできる限り長い
ＢＵの正しい送信を可能にするために、時間を考慮することができる。一実施形態では、
競合期間は複数の間隔５２６、５３２、および５３８に分割され得る。一実施形態では、
競合期間５１０中の間隔持続時間は、バックオフ持続時間と、ＰＳポールの送信と、ペー
ジングされたＳＴＡによるＡＣＫの受信とを考慮するために計算され得る。別の実施形態
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では、間隔持続時間は、ＡＰ５０８によってＴＩＭフレーム５０９中に含められ得る。別
の実施形態では、ＴＵは、２つの連続するＴＩＭフレーム間の時間と、第１のＴＩＭマッ
プ中に示されるＳＴＡの数との間の比であり得る。
【００６９】
　[0077]概して、ＴＩＭ５０９などのページングメッセージの送信の後に、時間間隔が、
ページングされるＳＴＡ１０６のために予約される。予約は、予約された期間の持続時間
の間の媒体へのアクセスを、ページングされないＳＴＡに延期させるためのメッセージ（
たとえば、ページングメッセージ、追加のメッセージ）を送信することによって実現され
得る。いくつかの実装形態では、延期アクセスは、ページングされないＳＴＡがそれらの
ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を設定することができるように、予約しているフ
レーム値の持続時間フィールド値を設定することによって実現され得る。ＳＴＡがページ
ングされることを示すＴＩＭメッセージを受信すると、ＳＴＡ１０６はＮＡＶをリセット
することができる。別の実施形態では、ＮＡＶが、ＴＩＭメッセージを送出したのと同じ
ＡＰ１０４によって設定されたときのみ、ＳＴＡはＮＡＶをリセットすることができる。
他の実装形態では、延期アクセスは、ページングフレームに先行または後続する追加のフ
レームを送ることによって実現され得、追加のフレームは、予約された期間の持続時間を
示す。たとえば、ＡＰ５０８は、ＴＩＭ５０９に先行する自己送信可（自己ＣＴＳ：clea
r-to-send-to-self）パケットを送信することによってＮＡＶを設定することができる。
一実施形態では、ＡＰ５０８はＮＡＶを約２０～４０ｍｓに設定することができる。図示
の実施形態では、延期アクセス期間は競合期間５１０である。
【００７０】
　[0078]競合期間５１０中に、ページングされたＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に要求（た
とえば、電力節約ポール（ＰＳポール）要求５１２、５１６、および５２０）を決定論的
に送り、ＡＰ１０４からＡＣＫ（たとえば、ＡＣＫ５１３、５１７、および５２１）を受
信することができる。複数のページングされたＳＴＡ１０６は、本明細書で説明するよう
に、様々な方法に従って、予約された時間間隔中に競合し得る。いくつかの実施形態では
、ページングされていないＳＴＡ１０６は、予約された時間間隔中に競合し得ない。競合
期間５１０が終わると、ページングされないＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に要求を送るた
めに競合し始め得る。一実施形態では、ＡＰ１０４は、競合期間５１０の持続時間を判断
することができる。競合期間５１０は、すべてのページングされるＳＴＡ５０２、５０４
、および５０６がＡＰ５０８に要求を送るのに十分でなければならない。限定ではなく例
として、予約された時間間隔の持続時間は、ページングされるＳＴＡ５０２、５０４、お
よび５０６の数の関数であり得る。
【００７１】
　[0079]図示の実施形態では、ページングされるＳＴＡ５０２、５０４、および５０６は
、ある順序でＡＰ５０８に要求５１２、５１６、および５２０を送るように構成される。
ポーリング要求機構４００（図４）の場合のように、ＴＩＭ５０９などのページングメッ
セージは、ＳＴＡ５０２、５０４、および５０６の順序付けを暗黙的または明示的に定義
することができる。たとえば、ＴＩＭ５０９ビットマップは、ＳＴＡ５０２とＳＴＡ５０
４の両方がページングされることを示す場合、ＴＩＭ５０９ビットマップは、ＳＴＡ５０
２がＳＴＡ５０４の前にあるか後にあるかをも暗黙的または明示的に示す。一例では、順
序は、ページングされるＳＴＡがビットマップ表現中に現れる順序によって決定され得る
。いくつかの実装形態では、圧縮ビットマップは、ＳＴＡ識別子のリストとして表され得
る。別の態様では、順序は、メッセージの表現にかかわらず、ＳＴＡ識別子の値から導出
され得る。
【００７２】
　[0080]いくつかの実装形態では、ＴＩＭ５０９ビットマップシーケンス内のＳＴＡ５０
２、５０４、または５０６の位置は、上記で説明したようにＳＴＡ５０２、５０４、また
は５０６の位置の関数であり得る。順序はさらに他の指示に依存することができ、指示は
、ページングメッセージ中に含まれるか、あるいはＳＴＡ５０２、５０４、および／また
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は５０６において知られていると仮定されるかのいずれかである。たとえば、指示は、ペ
ージングメッセージ（たとえば、ＴＩＭ５０９）内にタイムスタンプフィールド（ＴＳＦ
）を含むことができる。そのような実装形態では、第１のＳＴＡは、その識別子が「１」
に設定され、ＴＩＭ５０９ビットマップシーケンス内で、ＴＳＦの１２個の最下位ビット
（ＬＳＢ）に関連付けられた位置の後で順序が最初である位置を有するＳＴＡであり得る
。ＴＳＦに基づくものと同様の結果を達成するために、様々な指示を組み込んだ多くの他
の関数が含まれ得る。順序の計算にＴＳＦを含めることの１つの有益な結果は、使用され
るＴＳＦの部分が送信ごとに異なるとすれば、順序が送信ごとに変更され得ることである
。
【００７３】
　[0081]いくつかの実装形態では、ページングメッセージの送信側は、順序付け情報の使
用を含む任意の基準に従って、ページングされるＳＴＡの順序を判断することができる。
たとえば、送信側、ＡＰ５０８は、ＳＴＡ５０２、５０４、および５０６を、それらのＱ
ｏＳ要件、電力節約要件、または他の性能パラメータに基づいて順序付けることができる
。いくつかの実装形態では、ページングメッセージの送信側がメッセージ中に順序の明示
的指示を含めることが望ましいことがある。順序のこの明示的指示は、ＴＩＭ５０９ビッ
トマップに基づくのではなく、本明細書で説明する他のファクタに基づき得る。
【００７４】
　[0082]一実施形態では、ページングメッセージは、競合期間５１０中に要求を送るため
に起動する前に何個の時間単位だけ待つべきかをＳＴＡ１０６に示すことができる競合「
時間単位乗数」を含むことができる。一実施形態では、競合時間単位乗数は、暗黙的であ
る（ＰＳポールおよびＡＣＫの送信と、最大バックオフ時間とを可能にするのに十分であ
る）か、またはＡＰ１０４によってＳＴＡ１０６に送られる別のフレーム中でシグナリン
グされ得る。ＳＴＡ５０２、５０４、および５０６は、「起動時間」を計算するために、
ＴＩＭ５０９内のそれらの（０で開始する）順序数を競合時間単位乗数に乗算することが
できる。一実施形態では、起動時間はＴＩＭ５０９に関し得る。したがって、起動時間は
、ＳＴＡが起動する前に待たなければならない、競合期間５１０の開始後の時間単位の数
を示すことができる。
【００７５】
　[0083]データ配信期間５１１中に、ページングされたＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４から
応答（たとえば、応答５１４、５１８、および５２２）を受信し、ＡＰ１０４にＡＣＫ（
たとえば、ＡＣＫ５１５、５１９、および５２３）を送ることができる。一実施形態では
、ページングメッセージは、データ配信期間５１１中に応答を受信するために起動する前
に何個の時間単位だけ待つべきかをＳＴＡ１０６に示すことができるデータ配信「時間単
位乗数」を含むことができる。データ配信時間単位乗数は競合期間時間単位乗数とは異な
り得る。ＳＴＡ５０２、５０４、および５０６は、「起動時間」を計算するために、ＴＩ
Ｍ５０９内のそれらの（０で開始する）順序数をデータ配信時間単位乗数に乗算すること
ができる。一実施形態では、起動時間は、ＴＩＭ５０９に、競合期間５１０の終了に、ま
たはデータ配信期間５１１の開始に関し得る。したがって、起動時間は、ＳＴＡが起動す
る前に待たなければならない、データ配信期間５１１の開始後の時間単位の数を示すこと
ができる。
【００７６】
　[0084]図示の実施形態では、ＳＴＡ５０２は時間間隔５２６の始めに起動時間を有する
。ＳＴＡ５０４は時間間隔５３２の始めに起動時間を有する。ＳＴＡ５０６は時間間隔５
３８の始めに起動時間を有する。様々な実施形態では、ＡＰ５０８は、ビーコン、ＴＩＭ
ビーコン、ＴＩＭ５０９、または任意の他の通信のうちの１つまたは複数において様々な
時間単位乗数を通信することができる。一実施形態では、ＳＴＡ５０２、５０４、および
５０６は、事前設定された時間単位乗数を含むことができる。
【００７７】
　[0085]限定ではなく説明の目的のみのために、図５Ｂは、ＳＴＡ５０２がＴＩＭ５０９
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中の第１の位置（位置０）にあり、ＳＴＡ５０４がＴＩＭ５０９の第２の位置（位置１）
にあり、ＳＴＡ５０６がＴＩＭ５０９の第３の位置（位置２）にあるポーリング順序を示
している。最初に、ＡＰ５０８はＴＩＭ５０９を送信する。上記で説明したように、ＴＩ
Ｍ５０９は、ＡＰ５０８がＳＴＡ５０２、５０４、および５０６のために準備できている
データをバッファしていることを示すことができる。その上、ＴＩＭ５０９は、ＳＴＡ５
０２、５０４、および５０６の順序付けを示し、時間単位乗数を含むことができる。ＳＴ
Ａ５０２は、それがＴＩＭ５０９の直後に起動すべきであることを判断するためにそれの
位置０に時間単位乗数を乗算することができる。
【００７８】
　[0086]競合期間５１０の始めに、ＳＴＡ５０２は起動する。ＳＴＡ５０２、５０４、お
よび５０６の各々は、バックオフ期間だけ待つように構成され得る。バックオフは、ＩＥ
ＥＥ８０２．１１規格において定義されている分散協調機能（ＤＣＦ）または拡張分散チ
ャネルアクセス（ＥＤＣＡ）など、衝突回避（ＣＳＭＡ／ＣＡ）ベースの媒体アクセスプ
ロシージャを用いたキャリア検知多重アクセスを使用することができる。一実施形態では
、バックオフより前に、ＳＴＡ５０２、５０４、および５０６は、進行中の検知を感知す
るために追加のプローブ遅延時間の間アウェイクしたままでいることができる。別の実施
形態では、プローブ遅延はなくされ得る。時間間隔５２６において、ＳＴＡ５０２はＡＰ
５０８にＰＳポール要求５１２を送信する。ＡＰ５０８はＳＴＡ５０２にＡＣＫ５１３を
送ることができる。一実施形態では、ＡＣＫ５１３は、ＳＴＡ５０２が応答５１４を受信
するためにそれにおいて起動すべき特定の起動時間を含むことができる。一実施形態では
、ＳＴＡ５０２は、時間単位乗数に基づいて起動時間を計算する代わりに、ＡＣＫ５１３
中に含まれる起動時間を使用し得る。別の態様では、ＳＴＡ５０２は、要求５１２を介し
てＡＰ５０８にそれの起動時間を示すことができる。その後、ＳＴＡ５０２は、たとえば
応答５１４を受信するために再び起動するまで、スリープ（またはドーズ）に戻ることが
できる。
【００７９】
　[0087]次いで、ＳＴＡ５０４は起動する。ＳＴＡ５０４は、バックオフを実行し、次い
で、ＡＰ５０８にＰＳポール要求５１６を送信することができる。ＡＰ５０８はＳＴＡ５
０４にＡＣＫ５１７を送ることができる。ＳＴＡ５０４は、次いで、時間間隔５３２の開
始までスリープまたはドーズすることができる。同様に、ＳＴＡ５０６は起動する。ＳＴ
Ａ５０６は、バックオフを実行し、次いで、ＡＰ５０８にＰＳポール要求５２０を送信す
ることができる。ＡＰ５０８はＳＴＡ５０６にＡＣＫ５２１を送ることができる。ＳＴＡ
５０６は、次いで、時間間隔５３８の開始までスリープまたはドーズすることができる。
したがって、上記で説明した電力節約機構の一実施形態によれば、ＰＳポールにＡＣＫで
応答するＡＰ５０８は、ＳＴＡ５０２、５０４、５０６のいずれにも、それらのスケジュ
ールされた起動時間の前にＢＵを送らないことになる。
【００８０】
　[0088]データ配信期間５１１の始めに、時間間隔５２６において、ＳＴＡ５０２は起動
する。ＡＰ５０８はＳＴＡ５０２に応答５１４を送ることができる。応答５１４は、ＳＴ
Ａ５０２に宛てられたバッファされたデータの少なくとも一部分を含むことができる。応
答５１４を正常に受信した後に、ＳＴＡ５０２はＡＰ５０８にＡＣＫ５１５を送信するこ
とができる。その後、ＳＴＡ５０２は、たとえば次のＴＩＭを受信するために再び起動す
るまで、スリープ（またはドーズ）に戻ることができる。
【００８１】
　[0089]時間間隔５３２の始めに、ＳＴＡ５０４は起動する。ＡＰ５０８はＳＴＡ５０４
に応答５１８を送ることができる。応答５１６は、ＳＴＡ５０４に宛てられたバッファさ
れたデータの少なくとも一部分を含むことができる。応答５１６を正常に受信した後に、
ＳＴＡ５０４はＡＰ５０８にＡＣＫ５１９を送信することができる。同様に、時間間隔５
３８の始めに、ＳＴＡ５０６は起動する。ＡＰ５０８はＳＴＡ５０６に応答５２２を送る
ことができる。応答５２２は、ＳＴＡ５０６に宛てられたバッファされたデータの少なく
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とも一部分を含むことができる。応答５２２を正常に受信した後に、ＳＴＡ５０６はＡＰ
５０８にＡＣＫ５２３を送信することができる。
【００８２】
　[0090]図５Ｂに、別のポーリング要求機構５５０を示す。図示されたポーリング要求機
構５５０は、図１のワイヤレス通信システム１００中のＡＰ１０４とＳＴＡ１０６とによ
って使用され得る。ポーリング要求機構５５０は図５Ａのポーリング要求機構５００と同
様である。ただし、ポーリング要求機構５５０では、ＡＰ１０４はＰＳポール５１２、５
１６、および５２０に直ちに応答しない。代わりに、ＡＰ１０４は、競合期間５１０の終
わりに（またはその後に）送られる累積ＡＣＫ５６０フレームで返答する。
【００８３】
　[0091]図示の実施形態では、競合期間５１０中に、ページングされたＳＴＡ１０６は、
ＡＰ１０４に要求（たとえば、電力節約ポール（ＰＳポール）要求５１２、５１６、およ
び５２０）を送り、ＡＰ１０４から累積ＡＣＫ５６０を受信することができる。ＰＳポー
ル要求５１２、５１６、および５２０はそれぞれ、ＡＰ１０４が即時ＡＣＫ（図５Ａ参照
）で応答すべきか累積ＡＣＫ５６０で応答すべきかを示すことができる。様々な実施形態
では、累積ＡＣＫ５６０は、以下で説明するように、１つまたは複数の指示を含むことが
できる。
【００８４】
　[0092]一実施形態では、累積ＡＣＫ５６０は、少なくとも１つのＰＳポール５１２、５
１６、または５２０がＳＴＡ１０６から受信されたかどうかをそれぞれ示す、複数の肯定
応答指示を含んでいることがある。ＳＴＡ１０６はＳＴＡのセットに属することができる
。別の実施形態では、肯定応答指示は、ＡＰ１０４がＳＴＡのセット中のＳＴＡ１０６の
いずれからもＰＳポール５１２、５１６を受信しなかったかどうかを示すことができる。
累積ＡＣＫ５６０中で複数の肯定応答指示を表すための方法は、ＴＩＭメッセージ中でＴ
ＩＭマップを表すために使用される方法と同じまたは同様であり得、圧縮表現の任意の方
法を含むことができる。特に、表現は、ＳＴＡ１０６の間の順序付けを暗黙的または明示
的に定義することができる。順序付けは、ＰＳポール中でＳＴＡ１０６によって送られる
ＱｏＳ指示にさらに基づくことができる。
【００８５】
　[0093]一実施形態では、ＳＴＡのセットは、ＡＰ１０４に関連付けられたすべてのＳＴ
Ａ１０６を含むことができる。この実施形態では、肯定応答指示は、ＳＴＡ１０６のロー
カル識別子またはＳＴＡ１０６のグローバル識別子（たとえば、ＭＡＣアドレス）であり
得る。別の実施形態では、ＳＴＡのセットは、先行するＴＩＭメッセージ５０９がそのＳ
ＴＡ１０６を対象とするＢＵの存在を示した、すべてのＳＴＡ１０６を含むことができる
。この実施形態では、肯定応答指示は、先行するＴＩＭメッセージ５０９によって示され
る、ＡＰ１０４がＢＵを有するＳＴＡのリスト（またはマップ）中のＳＴＡ１０６の位置
を示すことによってＳＴＡのセット内のＳＴＡ１０６を識別することができる。
【００８６】
　[0094]別の実施形態では、ＳＴＡのセットは、先行するＴＩＭメッセージ５０９が、Ａ
Ｐ１０４がＳＴＡ１０６のＢＵを有するという指示を与えることを意図された、すべての
ＳＴＡ１０６を含むことができる。この実施形態では、肯定応答指示は、先行するＴＩＭ
メッセージ５０９中で与えられるＳＴＡ１０６の位置を示すことによって、ＴＩＭ５０９
が、存在するＢＵまたは存在しないＢＵの両方の指示を与えた、ＳＴＡのセット内のＳＴ
Ａ１０６を識別することができる。
【００８７】
　[0095]一実施形態では、累積ＡＣＫ５６０は、時間間隔５２６、５３２、および５３８
の各々に関連付けられた指示を含むことができる。ＳＴＡ１０６のための時間間隔５２６
、５３２、および５３８の指示は、ＳＴＡ１０６のための肯定応答指示の位置に基づくこ
とができ、位置は、複数の肯定応答指示の表現の方法によって定義される順序付けに基づ
いて決定される。時間間隔はさらに、同じ累積ＡＣＫ中に含まれる時間単位指示に依存す
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ることができる。別の実施形態では、累積ＡＣＫ５６０は、肯定応答指示がそれを参照す
る対応するＴＩＭメッセージを識別する識別子を含んでいることがある。識別子は、対応
するＴＩＭメッセージを搬送する管理フレームのシーケンス番号と、タイムスタンプフィ
ールドと、代替識別子のうちの１つまたは複数を含むことができる。
【００８８】
　[0096]一実施形態では、ＡＰ１０４は、保護ポール間隔５１０の終わりに累積ＡＣＫ１
０９を送ることができる。別の実施形態では、ＡＰ１０４は、ＴＩＭメッセージ５０９中
に含まれる時間指示において累積ＡＣＫ５６０を送ることができる。別の実施形態では、
ＡＰ１０４は、ＳＴＡのセットのための次のＴＩＭメッセージが予想される時間において
累積ＡＣＫ５６０を送ることができる。したがって、ＳＴＡは、ＴＩＭメッセージと累積
ＡＣＫ５６０とを受信するために別個の時間において起動する代わりに、ＴＩＭメッセー
ジが予想される時間のみにおいて起動することができる。この実施形態では、累積ＡＣＫ
５６０は、前のＴＩＭメッセージに応答して送られたＰＳポール５１２、５１６、および
５２０の受信に肯定応答することができる。その上、ＡＰ１０４は、累積ＡＣＫ５６０を
ＴＩＭ要素の直前または直後のフレームとして送ることができる。別の実施形態では、Ａ
Ｐ１０４は、累積ＡＣＫ５６０をＴＩＭメッセージ５０９と同じフレーム中で送ることが
できる。一実施形態では、累積ＡＣＫ５６０は情報要素であり得る。
【００８９】
　[0097]図６に、例示的な非ポーリング機構６００を示す。図示された非ポーリング要求
機構６００は、図１のワイヤレス通信システム１００中のＡＰ１０４とＳＴＡ１０６とに
よって使用され得る。非ポーリング要求機構６００は図４のポーリング要求機構４００と
同様である。ただし、ポーリング要求機構６００では、ＳＴＡ６０２、６０４、および６
０６は、図４に示した要求４１２、４１６、および４２０などの要求を送らない。代わり
に、ＳＴＡ６０２、６０４、および６０６は、データ６１４、６１８、および６２２を受
信するために適切な時間において起動する。一実施形態では、ワイヤレス通信システム１
００は、たとえば、ＳＴＡ６０２、６０４、または６０６のページング情報がフラグメン
トのいくつかのみの中に存在するように、完全なＴＩＭ指示マップが異なる時間に複数の
フラグメントにわたって送られる状況において、非ポーリング機構６００に従って動作す
ることができる。さらに、ＡＰ６０８は、ページングされるＳＴＡ６０２、６０４、およ
び６０６がそれらの指定された起動時間においてアウェイクするように指令することがで
きる。ＳＴＡ６０２、６０４、または６０６が指定された時間にアウェイクしているとＡ
Ｐ６０８が安全に仮定することができる場合、ＳＴＡ６０２、６０４、または６０６は、
それがアウェイクしていることを通知するためにＡＰ６０８にＰＳポールを送る必要はな
いことに留意されたい。この動作モードで動作しているＳＴＡ６０２、６０４、または６
０６は、ＡＰ６０８にＰＳポールを送らない。
【００９０】
　[0098]ポーリング要求機構６００は、ＳＴＡ６０２、６０４、および６０６が、衝突を
回避するためにＰＳポールなどの要求を送ることなしにデータ６１４、６１８、および６
２２を受信することができる実施形態を示している。ＳＴＡ６０２、６０４、および６０
６は、本明細書で説明するＳＴＡ１０６と同様であり得る。いくつかの実施形態では、Ｓ
ＴＡ６０２、６０４、および６０６は、ある順序でＡＰ６０８からデータを受信すること
ができる。ＡＰ６０８は、本明細書で説明するＡＰ１０４と同様であり得る。ＴＩＭ６０
９などのページングメッセージは、ＳＴＡ６０２、６０４、および６０６の順序付けを暗
黙的または明示的に定義することができる。たとえば、ＴＩＭ６０９ビットマップは、Ｓ
ＴＡ６０２とＳＴＡ６０４の両方がページングされることを示す場合、ＴＩＭ６０９ビッ
トマップは、ＳＴＡ６０２がＳＴＡ６０４の前にあるか後にあるかをも暗黙的または明示
的に示す。一例では、順序は、ページングされるＳＴＡがビットマップ表現中に現れる順
序によって決定され得る。いくつかの実装形態では、圧縮ビットマップは、ＳＴＡ識別子
のリストとして表され得る。この場合、ＳＴＡ識別子がリスト中に現れるシーケンスが順
序を決定することができる。別の態様では、順序は、メッセージの表現にかかわらず、Ｓ
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ＴＡ識別子の値から導出され得る。
【００９１】
　[0099]いくつかの実装形態では、ＴＩＭ６０９ビットマップシーケンス内のＳＴＡ６０
２、６０４、または６０６の位置は、上記で説明したようにＳＴＡ６０２、６０４、また
は６０６の位置の関数であり得る。順序はさらに他の指示に依存することができ、指示は
、ページングメッセージ中に含まれるか、あるいはＳＴＡ６０２、６０４、および／また
は６０６において知られていると仮定されるかのいずれかである。たとえば、指示は、ペ
ージングメッセージ（たとえば、ＴＩＭ６０９）内にタイムスタンプフィールド（ＴＳＦ
）を含むことができる。そのような実装形態では、第１のＳＴＡは、その識別子が「１」
に設定され、ＴＩＭ６０９ビットマップシーケンス内で、ＴＳＦの１２個の最下位ビット
（ＬＳＢ）に関連付けられた位置の後で順序が最初である位置を有するＳＴＡであり得る
。ＴＳＦに基づくものと同様の結果を達成するために、様々な指示を組み込んだ多くの他
の関数が含まれ得る。順序の計算にＴＳＦを含めることの１つの有益な結果は、使用され
るＴＳＦの部分が送信ごとに異なるとすれば、順序が送信ごとに変更され得ることである
。
【００９２】
　[00100]いくつかの実装形態では、ページングメッセージの送信側は、順序付け情報の
使用を含む任意の基準に従って、ページングされるＳＴＡの順序を判断することができる
。たとえば、送信側、ＡＰ６０８は、ＳＴＡ６０２、６０４、および６０６を、それらの
ＱｏＳ要件、電力節約要件、または他の性能パラメータに基づいて順序付けることができ
る。いくつかの実装形態では、ページングメッセージの送信側がメッセージ中に順序の明
示的指示を含めることが望ましいことがある。順序のこの明示的指示は、ＴＩＭ６０９ビ
ットマップに基づくのではなく、本明細書で説明する他のファクタに基づき得る。
【００９３】
　[00101]一実施形態では、ページングメッセージは、起動する前に何個の時間単位だけ
待つべきかをＳＴＡ１０６に示すことができる「時間単位乗数」を含むことができる。Ｓ
ＴＡ６０２、６０４、および６０６は、「起動時間」を計算するために、ＴＩＭ６０９内
のそれらの（０で開始する）順序数を時間単位乗数に乗算することができる。一実施形態
では、時間単位乗数は、ＴＩＭビットセットの総数で除算されたビーコン期間に等しくな
り得る。一実施形態では、ＳＴＡ６０２、６０４、および６０６は、回転様式でそれらの
順序を判断することができる。たとえば、ＳＴＡ６０２、６０４、および６０６は、送信
シーケンス（ｊ）中のそれらの順序をｊ＝（ｉ＋ｔｓｆ）　ｍｏｄ　ｎとして計算するこ
とができ、ただし、ＩはＴＩＭ中の順序であり、ｔｓｆはＴＩＭフレーム中のＴＳＦフィ
ールドの値であり、ｎは設定されたＴＩＭビットの総数である。
【００９４】
　[00102]一実施形態では、起動時間はＴＩＭ６０９に関し得る。したがって、起動時間
は、ＳＴＡが起動する前に待たなければならない、ＴＩＭ６０９後の時間単位の数を示す
ことができる。図示の実施形態では、ＳＴＡ６０２は時間間隔６２６の始めに起動時間を
有する。ＳＴＡ６０４は時間間隔６３２の始めに起動時間を有する。ＳＴＡ６０６は時間
間隔６３８の始めに起動時間を有する。様々な実施形態では、ＡＰ６０８は、ビーコン、
ＴＩＭビーコン、ＴＩＭ６０９、または任意の他の通信のうちの１つまたは複数において
時間単位乗数を通信することができる。一実施形態では、ＳＴＡ６０２、６０４、および
６０６は、事前設定された時間単位乗数を含むことができる。
【００９５】
　[00103]限定ではなく説明の目的のみのために、図６は、ＳＴＡ６０２がＴＩＭ６０９
中の第１の位置（位置０）にあり、ＳＴＡ６０４がＴＩＭ６０９の第２の位置（位置１）
にあり、ＳＴＡ６０６がＴＩＭ６０９の第３の位置（位置２）にあるデータ送信順序を示
している。最初に、ＡＰ６０８はＴＩＭ６０９を送信する。上記で説明したように、ＴＩ
Ｍ６０９は、ＡＰ６０８がＳＴＡ６０２、６０４、および６０６のために準備できている
データをバッファしていることを示すことができる。その上、ＴＩＭ６０９は、ＳＴＡ６
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０２、６０４、および６０６の順序付けを示し、時間単位乗数を含むことができる。ＳＴ
Ａ６０２は、それがＴＩＭ６０９の直後に起動すべきであることを判断するためにそれの
位置０に時間単位乗数を乗算することができる。
【００９６】
　[00104]時間間隔６２６の始めに、ＳＴＡ６０２は起動する。ＡＰ６０８はＳＴＡ６０
２にデータ６１４を送ることができる。応答６１４は、ＳＴＡ６０２に宛てられたバッフ
ァされたデータの少なくとも一部分を含むことができる。データ６１４を正常に受信した
後に、ＳＴＡ６０２はＡＰ６０８にＡＣＫ６１５を送信することができる。その後、ＳＴ
Ａ６０２は、たとえば次のＴＩＭを受信するために再び起動するまで、スリープ（または
ドーズ）に戻ることができる。
【００９７】
　[00105]時間間隔６３２の始めに、ＳＴＡ６０４は起動する。ＡＰ６０８はＳＴＡ６０
４にデータ６１８を送ることができる。応答６１６は、ＳＴＡ６０４に宛てられたバッフ
ァされたデータの少なくとも一部分を含むことができる。データ６１６を正常に受信した
後に、ＳＴＡ６０４はＡＰ６０８にＡＣＫ６１９を送信することができる。
【００９８】
　[00106]同様に、時間間隔６３８の始めに、ＳＴＡ６０６は起動する。ＡＰ６０８はＳ
ＴＡ６０６にデータ６２２を送ることができる。応答６２２は、ＳＴＡ６０６に宛てられ
たバッファされたデータの少なくとも一部分を含むことができる。データ６２２を正常に
受信した後に、ＳＴＡ６０６はＡＰ６０８にＡＣＫ６２３を送信することができる。
【００９９】
　[00107]一実施形態では、ワイヤレス通信システム１００は、ポーリング要求機構４０
０と、ポーリング要求機構５５０と、ポーリング要求機構６００とのうちの２つ以上を使
用して選択的に動作するように構成され得る。たとえば、ＡＰ１０４は、ＴＩＭフレーム
中に、動作モードを設定する１つまたは複数の指示ビットを含むことができる。一実施形
態では、ＡＰ１０４は、動作モードを暗黙的に通信することができる。たとえば、すべて
のページングされるＳＴＡ１０６は、第１のＰＳポール／要求交換の間アウェイクしたま
までいることができる。ＡＰが第１の要求にＡＣＫで応答した場合、ページングされるＳ
ＴＡ１０６は、ポーリング要求機構５５０に従って動作することができる。他の場合、Ｓ
ＴＡ１０６は、たとえば、ポーリング要求機構４００に従って動作することができる。
【０１００】
　[00108]様々な実施形態では、ワイヤレス通信システム１００は、ポーリング要求機構
４００と、ポーリング要求機構５５０と、非ポーリング機構６００と、別のポーリング要
求機構とのうちの２つ以上を使用して共同で動作するように構成され得る。たとえば、Ｓ
ＴＡ１０６は、それらがどの機構を使用しようとしているかをＡＰ１０４に通信すること
ができる。ＡＰは、ＳＴＡ１０６によって選択された機構に従ってパラメータを設定する
ことができる。
【０１０１】
　[00109]たとえば、一実施形態では、ＳＴＡ１０６は、関連付け要求またはプローブ要
求などの管理フレーム中に含まれるメッセージを送ることによって、ＳＴＡ１０６がどの
電力節約動作モードを使用しようとているかをＡＰ１０４に示すことができる。一実施形
態では、（たとえば、ＨＴ機能、ＶＨＴ機能、および／または拡張機能などの）ＳＴＡ１
０６の機能を示すか、あるいは（たとえば、ＨＴ動作要素および／またはＶＨＴ動作要素
などの）ＳＴＡ１０６の動作パラメータを示す情報要素中に、１または２ビット指示が含
まれ得る。
【０１０２】
　[00110]一実施形態では、ＡＰ１０４は、ＳＴＡ１０６によって示される動作モードを
受け付け、それに応じて動作することができる。別の実施形態では、ＡＰ１０４は、特定
の動作モードを示す関連付けをＳＴＡ１０６に与えないことができる。一実施形態では、
ＡＰ１０４は、ビーコンフレーム、プローブ応答フレーム、および／または関連付け応答
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フレーム中で、許容される動作モードを示すことができる。
【０１０３】
　[00111] 図７は、図１のワイヤレス通信システムにおいて衝突を低減するためのプロセ
ス７００のフローチャートである。本明細書では、図２に関して上記で説明したデバイス
２０２に関してフローチャート７００の方法について説明するが、フローチャート７００
の方法は、任意の他の好適なデバイスによって実装され得ることを、当業者は諒解されよ
う。一実施形態では、フローチャート７００中のステップは、送信機２１０、受信機２１
２、およびメモリ２０６とともに、プロセッサ２０４によって実行され得る。本明細書で
は、フローチャート７００の方法を特定の順序に関して説明しているが、様々な実施形態
では、本明細書のブロックは、異なる順序で実行されるか、または省略され得、さらなる
ブロックが追加され得る。
【０１０４】
　[00112]最初に、ブロック７０２において、ワイヤレスデバイス２０２は、受信機２１
２を介して、ＡＰ１０４からページングメッセージを受信する。図４～図６に関して上記
で説明したように、ページングメッセージは順序付けと乗数とを含むことができる。一実
施形態では、ワイヤレスデバイス２０２は別の通信から順序付けおよび／または乗数を受
信することができ、または値はあらかじめ設定され得る。
【０１０５】
　[00113]次に、ブロック７０４において、ワイヤレスデバイス２０２は、順序付けと乗
数とに基づいて第１の起動時間を判断する。たとえば、プロセッサ２０４は、ＴＩＭ内の
ワイヤレスデバイス２０２の順序を判断し得る。プロセッサ２０４は、（０から開始する
ことができる）順序に乗数を乗算することができる。その結果は、ＴＩＭの受信後の時間
単位での、起動時間であり得る。ワイヤレスデバイス２０２は、判断された起動時間まで
スリープまたはドーズすることができる。
【０１０６】
　[00114]次いで、ブロック７０６において、ワイヤレスデバイス２０２は起動する。一
実施形態では、ワイヤレスデバイス２０２は、図４および５に関して上記で説明したよう
に、データについての要求を送信することができる。一実施形態では、図５Ａ～図５Ｂに
関して上記で説明したように、ワイヤレスデバイス２０２は、データについての要求に対
する肯定応答を受信し、データがその時間において受信されることになる別の起動時間ま
でスリープに戻ることができる。別の実施形態では、ワイヤレスデバイス２０２は、図６
に関して上記で説明したように、データについての要求を送信しない。
【０１０７】
　[00115]最後に、ブロック７０８において、ワイヤレスデバイスはＡＰ１０４からデー
タを受信する。一実施形態では、ワイヤレスデバイス２０２はＡＰ１０４に肯定応答を送
ることができる。データは、ＡＰ１０４においてバッファされたデータの全部または一部
であり、ワイヤレスデバイス２０２に宛てられ得る。
【０１０８】
　[00116]図８は、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得る例示的なワイヤレス
デバイス８００の機能ブロック図である。デバイス８００は、順序付けと乗数とを含むペ
ージングメッセージを受信するための手段８０２と、順序付けと乗数とに基づいて第１の
起動時間を判断するための手段８０４と、判断された起動時間において起動するための手
段８０６と、データを受信するための手段８０８とを備える。
【０１０９】
　[00117]順序付けと乗数とを含むページングメッセージを受信するための手段８０２は
、図７に示したブロック７０２に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実
行するように構成され得る。順序付けと乗数とを含むページングメッセージを受信するた
めの手段８０２は、図２に関して上記で説明した、受信機２１２と、プロセッサ２０４と
、トランシーバ２１４と、メモリ２０６とのうちの１つまたは複数に対応することができ
る。順序付けと乗数とに基づいて第１の起動時間を判断するための手段８０４は、図７に
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示したブロック８０４に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実行するよ
うに構成され得る。順序付けと乗数とに基づいて第１の起動時間を判断するための手段８
０４は、図２に関して上記で説明した、プロセッサ２０４とメモリ２０６とのうちの１つ
または複数に対応することができる。
【０１１０】
　[00118]判断された起動時間において起動するための手段８０６は、図７に示したブロ
ック７０６に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を実行するように構成さ
れ得る。判断された起動時間において起動するための手段８０６は、図２に関して上記で
説明した、受信機２１２と、プロセッサ２０４と、トランシーバ２１４と、メモリ２０６
とのうちの１つまたは複数に対応することができる。データを受信するための手段８０８
は、図７に示したブロック７０８に関して上記で説明した機能のうちの１つまたは複数を
実行するように構成され得る。データを受信するための手段８０８は、図２に関して上記
で説明した、受信機２１２と、プロセッサ２０４と、トランシーバ２１４と、メモリ２０
６とのうちの１つまたは複数に対応することができる。
【０１１１】
　[00119]本明細書で使用する「判断」という用語は、多種多様なアクションを包含する
。たとえば、「判断」は、計算、算出、処理、導出、調査、探索（たとえば、テーブル、
データベースまたは別のデータ構造での探索）、確認などを含むことができる。また、「
判断」は、受信（たとえば、情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデ
ータにアクセスすること）などを含むことができる。また、「判断」は、解決、選択、選
定、確立などを含むことができる。さらに、本明細書で使用する「チャネル幅」は、いく
つかの態様では帯域幅を包含することがあるか、または帯域幅と呼ばれることもある。
【０１１２】
　[00120]本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、
単一のメンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂ、ま
たはｃのうちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃ、およびａ－
ｂ－ｃをカバーするものとする。
【０１１３】
　[00121]上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モ
ジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され
得る。概して、図に示されている任意の動作は、それらの動作を実行することが可能な対
応する機能手段によって実行され得る。
【０１１４】
　[00122]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログ
ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他
のそのような構成として実装され得る。
【０１１５】
　[00123]１つまたは複数の態様では、説明した機能はハードウェア、ソフトウェア、フ
ァームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される
場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体に記憶さ
れるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は
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、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含
む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによって
アクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭま
たは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバ
イス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶
するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含む
ことができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば
、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入
者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用
して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケー
ブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイ
クロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（
disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディス
ク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッ
ピー（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）
を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、デ
ータをレーザで光学的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読
媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を含むことができる。さら
に、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピュータ可読媒体（たとえ
ば、信号）を含むことができる。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれ
るべきである。
【０１１６】
　[00124]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを含む。本方法のステップおよび／またはアクションは、特許
請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはア
クションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの
順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１１７】
　[00125]説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれ
らの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場合、機能は１つまたは複
数の命令としてコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の
光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あ
るいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するため
に使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を含むことがで
きる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディ
スク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途
ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登
録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザで光学的に再生する。
【０１１８】
　[00126]したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示する動作を実行するためのコ
ンピュータプログラム製品を含むことができる。たとえば、そのようなコンピュータプロ
グラム製品は、本明細書で説明した動作を実行するように１つまたは複数のプロセッサに
よって実行可能な命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可
読媒体を含むことができる。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケ
ージング材料を含むことができる。
【０１１９】
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　[00127]ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、
ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者
回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用し
て、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブ
ル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイク
ロ波などのワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１２０】
　[00128]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たと
えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可
能にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユ
ーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な
方法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディ
スク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る
。その上、本明細書で説明した方法および技法をデバイスに提供するための任意の他の好
適な技法が利用され得る。
【０１２１】
　[00129]特許請求の範囲は、上記で示した厳密な構成および構成要素に限定されないこ
とを理解されたい。上記で説明した方法および装置の構成、動作および詳細において、特
許請求の範囲から逸脱することなく、様々な改変、変更および変形が行われ得る。
【０１２２】
　[00130]上記は本開示の態様を対象とするが、それの基本的範囲から逸脱することなく
本開示の他の態様およびさらなる態様が考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範囲
によって決定される。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するための方法であって、前記方法が
、
　ワイヤレスデバイスにおいて、順序付けと乗数とを備えるページングメッセージを受信
することと、
　前記順序付けと前記乗数とに基づいて第１の起動時間を判断することと、
　前記判断された起動時間において起動することと、
　データを受信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記乗数が、２つの連続するＴＩＭフレーム中の時間と、前記２つの連続するＴＩＭフ
レームのうちの第１のＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備える時間単位の
倍数を示す、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記乗数が、データ配信期間と前記ＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備
える時間単位の倍数を示す、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記順序付けが局識別子のハッシュに基づく、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記順序付けが局識別子の１つまたは複数の最上位ビットに基づく、Ｃ１に記載の方法
。
　　［Ｃ６］
　前記データについての要求を送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
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　第２の起動時間を判断することと、
　前記判断された第２の起動時間において起動することと、
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信することと
をさらに備え、
　前記第２の起動時間が前記第１の起動時間よりも早い、
Ｃ６に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記第１の起動時間を判断することが、前記肯定応答に基づいて前記第１の起動時間を
判断することを備える、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記第１の起動時間を判断することが、前記順序付けと前記乗数とに基づいて前記第１
の起動時間を判断することを備える、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　データについての前記要求が、前記判断された第１の起動時間を備える、Ｃ７に記載の
方法。
　　［Ｃ１２］
　前記第２の起動時間が競合期間中にあり、前記第１の起動時間がデータ配信期間中にあ
る、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　前記競合期間中にネットワーク割振りベクトルを設定することをさらに備える、Ｃ１２
に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記競合期間中に設定された前記ネットワーク割振りベクトルを無視することを判断す
ることをさらに備える、Ｃ１３に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
前記ネットワーク割振りベクトルを無視することが、前記ＴＩＭページング中の指示に基
づく、Ｃ１４に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　前記データの肯定応答を送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　バックオフ期間だけ待つことをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　動作モード選択を送信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するように構成されたワイヤレスデバ
イスであって、前記ワイヤレスデバイスが、
　順序付けと乗数とを備えるページングメッセージを受信するように構成された受信機と
、
　プロセッサであって、
　　前記順序付けと前記乗数とに基づいて第１の起動時間を判断することと、
　　前記判断された起動時間において起動することと、
　　データを受信することと
　を行うように構成されたプロセッサと
を備える、ワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２０］
　前記乗数が、２つの連続するＴＩＭフレーム中の時間と、前記２つの連続するＴＩＭフ
レームのうちの第１のＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備える時間単位の
倍数を示す、Ｃ１９に記載のワイヤレスデバイス。
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　　［Ｃ２１］
　前記乗数が、データ配信期間と前記ＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備
える時間単位の倍数を示す、Ｃ１９に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２２］
　前記順序付けが局識別子のハッシュに基づく、Ｃ１９に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２３］
　前記順序付けが局識別子の１つまたは複数の最上位ビットに基づく、Ｃ１９に記載のワ
イヤレスデバイス。
　　［Ｃ２４］
　前記データについての要求を送信するように構成された送信機をさらに備える、Ｃ１９
に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２５］
　前記プロセッサが、
　第２の起動時間を判断することと、
　前記判断された第２の起動時間において起動することと
を行うようにさらに構成され、
　前記受信機が、データについての前記要求に対する肯定応答を受信するようにさらに構
成され、
　前記第２の起動時間が前記第１の起動時間よりも早い、
Ｃ２４に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２６］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ２５に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２７］
　前記プロセッサが、前記肯定応答に基づいて前記第１の起動時間を判断するように構成
された、Ｃ２５に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２８］
　前記プロセッサが、前記順序付けと前記乗数とに基づいて前記第１の起動時間を判断す
るように構成された、Ｃ２５に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ２９］
　データについての前記要求が、前記判断された第１の起動時間を備える、Ｃ２５に記載
のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３０］
　前記第２の起動時間が競合期間中にあり、前記第１の起動時間がデータ配信期間中にあ
る、Ｃ２５に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３１］
　前記受信機が、前記競合期間中にネットワーク割振りベクトルを受信するように構成さ
れた、Ｃ３０に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３２］
　前記プロセッサが、前記競合期間中に設定された前記ネットワーク割振りベクトルを無
視することを判断するように構成された、Ｃ３１に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３３］
前記ネットワーク割振りベクトルを無視することが、前記ＴＩＭページング中の指示に基
づく、Ｃ３２に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３４］
　前記データの肯定応答を送信するように構成された送信機をさらに備える、Ｃ１９に記
載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３５］
　前記プロセッサが、バックオフ期間だけ待つようにさらに構成された、Ｃ１９に記載の
ワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ３６］
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　動作モード選択を送信するように構成された送信機をさらに備える、Ｃ１９に記載のワ
イヤレスデバイス。
　　［Ｃ３７］
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するための装置であって、前記装置が
、
　順序付けと乗数とを備えるページングメッセージを受信するための手段と、
　前記順序付けと前記乗数とに基づいて第１の起動時間を判断するための手段と、
　前記判断された起動時間において起動するための手段と、
　データを受信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ３８］
　前記乗数が、２つの連続するＴＩＭフレーム中の時間と、前記２つの連続するＴＩＭフ
レームのうちの第１のＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備える時間単位の
倍数を示す、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記乗数が、データ配信期間と前記ＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備
える時間単位の倍数を示す、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　前記順序付けが局識別子のハッシュに基づく、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ４１］
　前記順序付けが局識別子の１つまたは複数の最上位ビットに基づく、Ｃ３７に記載の装
置。
　　［Ｃ４２］
　前記データについての要求を送信するための手段をさらに備える、Ｃ３７に記載の装置
。
　　［Ｃ４３］
　第２の起動時間を判断するための手段と、
　前記判断された第２の起動時間において起動するための手段と、
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信するための手段と
をさらに備え、
　前記第２の起動時間が前記第１の起動時間よりも早い、
Ｃ４２に記載の装置。
　　［Ｃ４４］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　前記第１の起動時間を判断するための手段が、前記肯定応答に基づいて前記第１の起動
時間を判断するための手段を備える、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４６］
　前記第１の起動時間を判断するための手段が、前記順序付けと前記乗数とに基づいて前
記第１の起動時間を判断するための手段を備える、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　データについての前記要求が、前記判断された第１の起動時間を備える、Ｃ４３に記載
の装置。
　　［Ｃ４８］
　前記第２の起動時間が競合期間中にあり、前記第１の起動時間がデータ配信期間中にあ
る、Ｃ４３に記載の装置。
　　［Ｃ４９］
　前記競合期間中にネットワーク割振りベクトルを設定するための手段をさらに備える、
Ｃ４８に記載の装置。
　　［Ｃ５０］
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　前記競合期間中に設定された前記ネットワーク割振りベクトルを無視することを判断す
るための手段をさらに備える、Ｃ４９に記載の装置。
　　［Ｃ５１］
前記ネットワーク割振りベクトルを無視することが、前記ＴＩＭページング中の指示に基
づく、Ｃ５０に記載の装置。
　　［Ｃ５２］
　前記データの肯定応答を送信するための手段をさらに備える、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ５３］
　バックオフ期間だけ待つための手段をさらに備える、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ５４］
　動作モード選択を送信するための手段をさらに備える、Ｃ３７に記載の装置。
　　［Ｃ５５］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、
　順序付けと乗数とを備えるページングメッセージを受信することと、
　前記順序付けと前記乗数とに基づいて第１の起動時間を判断することと、
　前記判断された起動時間において起動することと、
　データを受信することと
を装置に行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ５６］
　前記乗数が、２つの連続するＴＩＭフレーム中の時間と、前記２つの連続するＴＩＭフ
レームのうちの第１のＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備える時間単位の
倍数を示す、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ５７］
　前記乗数が、データ配信期間と前記ＴＩＭフレーム中に示される局の数との間の比を備
える時間単位の倍数を示す、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ５８］
　前記順序付けが局識別子のハッシュに基づく、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ５９］
　前記順序付けが局識別子の１つまたは複数の最上位ビットに基づく、Ｃ５５に記載の媒
体。
　　［Ｃ６０］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記データについての要求を送
信することを前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ６１］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、
　第２の起動時間を判断することと、
　前記判断された第２の起動時間において起動することと、
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信することと
を前記装置に行わせるコードをさらに備え、
　前記第２の起動時間が前記第１の起動時間よりも早い、
Ｃ６０に記載の媒体。
　　［Ｃ６２］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ６１に記載の媒体。
　　［Ｃ６３］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記肯定応答に基づいて前記第
１の起動時間を判断することを前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ６１に記載
の媒体。
　　［Ｃ６４］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記順序付けと前記乗数とに基
づいて前記第１の起動時間を判断することを前記装置に行わせるコードをさらに備える、
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Ｃ６１に記載の媒体。
　　［Ｃ６５］
　データについての前記要求が、前記判断された第１の起動時間を備える、Ｃ６１に記載
の媒体。
　　［Ｃ６６］
　前記第２の起動時間が競合期間中にあり、前記第１の起動時間がデータ配信期間中にあ
る、Ｃ６１に記載の媒体。
　　［Ｃ６７］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記競合期間中にネットワーク
割振りベクトルを設定することを前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ６６に記
載の媒体。
　　［Ｃ６８］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記競合期間中に設定された前
記ネットワーク割振りベクトルを無視することを判断することを前記装置に行わせるコー
ドをさらに備える、Ｃ６７に記載の媒体。
　　［Ｃ６９］
前記ネットワーク割振りベクトルを無視することが、前記ＴＩＭページング中の指示に基
づく、Ｃ６８に記載の媒体。
　　［Ｃ７０］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、前記データの肯定応答を送信す
ることを前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ７１］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、バックオフ期間だけ待つことを
前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ７２］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、動作モード選択を送信すること
を前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ５５に記載の媒体。
　　［Ｃ７３］
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するための方法であって、前記方法が
、
　ワイヤレスデバイスにおいて拡張スリープモードの広告を送信することと、
　アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセージを通してスリープすること
と、
　データについての要求を送信することと、
　データを受信することと
を備える、方法。
　　［Ｃ７４］
　判断された起動時間までスリープすることをさらに備える、Ｃ７３に記載の方法。
　　［Ｃ７５］
　データについての前記要求が前記起動時間を備える、Ｃ７４に記載の方法。
　　［Ｃ７６］
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信することであって、前記肯定応答が
前記起動時間を備える、受信することをさらに備える、Ｃ７４に記載の方法。
　　［Ｃ７７］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ７６に記載の方法。
　　［Ｃ７８］
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するためのワイヤレスデバイスであっ
て、前記デバイスが、
　拡張スリープモードの広告を送信するように構成された送信機と、
　アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセージを通してスリープするよう
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に構成されたプロセッサと
を備え、
　前記送信機が、データについての要求を送信するようにさらに構成され、
　前記デバイスが、データを受信するように構成された受信機をさらに備える、
ワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ７９］
　前記プロセッサが、判断された起動時間までスリープするようにさらに構成された、Ｃ
７８７３に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ８０］
　データについての前記要求が前記起動時間を備える、Ｃ７９に記載のワイヤレスデバイ
ス。
　　［Ｃ８１］
　前記受信機が、データについての前記要求に対する肯定応答を受信するようにさらに構
成され、前記肯定応答が前記起動時間を備える、Ｃ７９に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ８２］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ８１に記載のワイヤレスデバイス。
　　［Ｃ８３］
　ワイヤレス通信ネットワークにおいて衝突を低減するための装置であって、前記装置が
、
　拡張スリープモードの広告を送信するための手段と、
　アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセージを通してスリープするため
の手段と、
　データについての要求を送信するための手段と、
　データを受信するための手段と
を備える、装置。
　　［Ｃ８４］
　判断された起動時間までスリープするための手段をさらに備える、Ｃ８３に記載の装置
。
　　［Ｃ８５］
　データについての前記要求が前記起動時間を備える、Ｃ８４に記載の装置。
　　［Ｃ８６］
　データについての前記要求に対する肯定応答を受信するための手段であって、前記肯定
応答が前記起動時間を備える、受信するための手段をさらに備える、Ｃ８４に記載の装置
。
　　［Ｃ８７］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ８６に記載の装置。
　　［Ｃ８８］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、
　拡張スリープモードの広告を送信することと、
　アクセスポイントの１つまたは複数のページングメッセージを通してスリープすること
と、
　データについての要求を送信することと、
　データを受信することと
を装置に行わせるコードを備える非一時的コンピュータ可読媒体。
　　［Ｃ８９］
　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、判断された起動時間までスリー
プすることを前記装置に行わせるコードをさらに備える、Ｃ８８に記載の媒体。
　　［Ｃ９０］
　データについての前記要求が前記起動時間を備える、Ｃ８９に記載の媒体。
　　［Ｃ９１］
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　１つまたは複数のプロセッサによって実行されたとき、データについての前記要求に対
する肯定応答を受信することを前記装置に行わせるコードであって、前記肯定応答が前記
起動時間を備える、コードをさらに備える、Ｃ８９に記載の媒体。
　　［Ｃ９２］
　前記肯定応答が累積肯定応答を備える、Ｃ９１に記載の媒体。

【図１】 【図２】
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